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、
ぐ
工
一
y
c
V
江
一
一
)
、
ぐ
戸
門
ヌ
C
才
一
ン
戸
戸
)
戸
戸

ま
ぼ
ろ
し
の
 
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A

和
歌
山
大
学
に
 
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
と
い
う
古
い
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
山
大
学

に
最
初
に
購
入
さ
れ
た
「
電
子
計
算
機
」
で
あ
る
。
 
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
と
い
う
名
前
は
、
和
歌
山
大
学

に
お
い
て
も
、
恐
ら
く
一
般
世
闘
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
は
松

下
通
信
工
業
(
現
パ
ナ
ソ
ニ
ツ
ク
モ
バ
イ
ル
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
)
株
式
会
社
か
製
造
し
た
も
の
で
、

他
に
も
い
く
つ
か
納
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
機
は
こ
れ
以
外
に
開
発
一
π
を
含
め
て
現
存
し
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
前
身
で
あ
っ
た
試
作
機
M
A
D
1
C
1
ー
に
至
っ
て
は
、
写
真
す
ら
残
さ
れ
て
い
な
い
〔
註
ι
。

歴
史
的
価
値
が
あ
る
も
の
な
の
か
、
放
っ
て
お
い
て
ょ
い
も
の
な
の
か
評
価
が
定
ま
ら
な
い
ま
ま
、
栄
谷

習

゛

キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
 
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
は
経
一
済
計
測
研

究
所
(
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
)
が
管
理
し
て

い
た
。
私
が
経
済
学
部
に
赴
任
し
て
き
た
の
は

一
九
七
二
年
四
月
で
、
す
で
に
東
京
芝
浦
電
気

(
現
東
芝
)
の
 
T
O
S
B
A
C
1
3
4
0
0
が

導
入
さ
れ
て
い
て
(
一
九
六
八
年
一
月
に
設
置
。

実
際
は
、
一
九
六
七
年
九
月
に
搬
入
さ
れ
た
と

い
う
)
、
 
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
か
、
触
っ
て
み
た
こ
と
は
無
い
と

も
か
く
、
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
だ
っ
た
の
か

情
報
処
理
学
会
編
『
日
本
の
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
発
達
史
』
経
3
を
み
る
と
、
松
下
通
信
工
業
の
項
目
が
あ

り
次
の
よ
う
な
内
容
の
短
い
記
述
が
あ
っ
た
。

一
九
五
八
年
に
松
下
電
器
通
信
事
業
部
東
京
研
究
所
で
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
式
Ξ
算
機
の
鳥
発
か
力
ま
っ
六

こ
と
、
翌
年
に
 
M
A
D
1
C
1
ー
を
開
発
、
こ
れ
に
続
き
大
杉
欣
一
郎
氏
た
ち
が
独
自
機
す
を
付
力
し
六

M
A
D
1
C
1
Π
の
開
発
を
行
い
、
一
九
六
一
年
十
月
に
日
本
電
子
工
業
振
興
協
会
に
納
入
そ
の
他
大

阪
府
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
や
和
歌
山
大
学
な
ど
に
も
納
入
さ
れ
た
、
と
い
っ
た
・
一
・
、
・
述
で
あ
る
。

私
の
知
る
限
り
、
 
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
は
小
樽
商
科
大
学
に
も
納
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ー
、

一
九
六
七
年
八
月
に
経
済
計
測
研
究
所
に
技
官
と
し
て
着
任
し
て
、
定
年
退
職
す
る
ま
で
チ
歌
山
大
学
の

コ
ン
ピ
ユ
]
夕
管
理
に
携
わ
っ
た
中
務
進
氏
か
ら
聞
い
た
こ
と
で
あ
る
。
 
M
A
D
1
C
 
シ
リ
ー
ズ
ー
そ
の

後
も
少
し
開
発
が
続
け
ら
れ
た
が
、
一
九
六
四
年
に
事
業
化
か
ら
撤
退
し
た
と
い
う
払
下
L
イ
エ
業
が

コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
事
業
に
再
参
入
す
る
の
は
二
九
七
八
年
に
な
っ
て
、
B
A
S
1
C
 
が
使
え
る
マ
イ
ブ
レ
ー

ン
シ
リ
ー
ズ
の
パ
ソ
コ
ン
開
八
元
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
か
ら
で
あ
る
〔
註
3
〕
。
日
本
の
国
産
コ
ン
。
ヒ
ュ
ー
タ
属

発
黎
明
期
に
お
い
て
、
松
下
電
器
(
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
)
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
独
自
鳥
発
ι
取
り
ホ
み
事

業
化
の
可
能
性
を
探
っ
た
が
す
ぐ
に
撤
退
し
た
と
い
う
事
実
も
、
あ
ま
り
矢
ら
れ
て
ぃ
な
い
で
あ
ろ
う

さ
て
、
 
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
導
入
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
小
ノ
し
述
ベ
て
お
き
た
い
。
以
下
の
、
Z
述
1
、

一
九
七
四
年
に
出
さ
れ
た
『
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
五
十
年
史
』
(
註
ι
、
お
よ
び
和
歌
山
大
学
郷
済
言
粗

ー
,
ー
ー
ー

写真IMADIC一ⅡAシステム(一音円

写真2 MADIC一ⅡA 本体
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研
究
所
に
残
さ
れ
て
い
る
 
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
関
連
資
料
等
に
ょ
る
。

M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
は
財
団
法
人
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
後
援
会
の
事
業
と
し
て
購
入
さ
れ
、
和
歌
山

大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。
帳
簿
の
記
載
で
は
、
一
九
六
三
年
三
月
の
取
得
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
そ
れ

よ
り
も
早
く
一
九
六
二
年
十
一
月
に
搬
入
さ
れ
、
ひ
と
ま
ず
松
下
会
館
二
階
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
年
度

末
の
一
九
六
三
年
三
月
に
、
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
を
管
理
す
る
機
関
と
し
て
、
和
歌
山
大
学
経
済
計
測
研
究
所

が
設
置
さ
れ
た
。

シ
ス
テ
ム
の
価
格
は
、
本
体
の
み
で
千
七
百
万
円
も
す
る
非
常
に
高
価
な
も
の
で
あ
る
。
本
体
だ
け
で

は
使
え
な
い
の
で
、
基
本
入
出
力
装
置
を
付
け
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
入
力
用
と
し
て
紙
テ
ー
プ
読
み
取

り
装
置
が
五
十
万
円
、
出
力
用
と
し
て
フ
レ
ク
ソ
ラ
イ
タ
(
入
力
や
印
字
が
で
き
る
)
が
二
百
六
十
万
円

と
な
り
、
こ
の
金
額
を
加
え
る
と
、
合
計
二
千
万
余
円
の
シ
ス
テ
ム
と
な
る
。
こ
れ
が
初
年
度
に
購
入
さ

れ
た
最
小
基
本
シ
ス
テ
ム
の
価
格
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
集
ま
っ
た
寄
付
金
額
は
お
よ
そ
一
千
万
円
に
し
か
達
し
て
な
か
っ
た
よ
う
で
、
「
松
下
電
器

産
業
株
式
会
社
の
重
な
る
厚
志
に
ょ
り
」
購
入
で
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
年
、
高
速
穿
孔
機
を
約

百
六
十
万
円
で
松
下
か
ら
購
入
、
そ
の
翌
年
に
も
、
三
百
万
円
の
機
器
増
設
を
行
っ
て
い
る
。
総
額
約

二
千
五
百
万
円
と
な
る
が
、
現
在
価
格
に
換
算
す
る
と
、
少
な
く
五
倍
と
見
做
し
て
も
、
一
億
二
千
万
円

を
下
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
地
方
の
忌
子
部
か
ら
な
る
一
文
系
大
学
が
、
当
時
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
高
額

な
、
し
か
も
日
本
で
も
ま
だ
数
小
ノ
な
い
貴
重
な
存
在
の
国
産
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
を
所
有
で
き
る
に
至
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
示
唆
す
る
記
述
が
同
五
十
年
史
に
あ
る
。

そ
れ
は
、
和
歌
山
大
学
需
学
部
の
当
時
助
教
授
で
あ
っ
た
、
あ
る
「
経
済
統
Ξ
学
講
座
教
官
」
の
才
才

で
あ
る
0
 
そ
の
教
官
と
は
、
元
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
教
授
の
故
杉
浦
一
平
氏
で
あ
る
。
本
人
か
ら
訊
い
六

わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
、
直
接
当
時
の
関
係
者
に
あ
た
っ
て
確
か
め
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
推
測
ι
す
ぎ
ナ

い
が
、
当
時
の
教
員
ス
タ
ツ
フ
を
調
ベ
る
と
、
杉
浦
氏
以
外
驫
当
者
は
い
な
い
。
一
九
七
Ξ
年
{
出
版
さ

シ
ス
テ
ム
』
〔
註
三
に
ょ
る
と
、

れ
た
.
氏
の
著
皇
二
A
S
T
R
O
 
F
O
1
L
計
画
と
予
測
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
九
六
一
年
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
留
学
中
に
電
子
計
算
機
の
勉
強
を
は
じ
め
、
「
L
O
G
 
や
 
S
Q
R
T
と
書

く
だ
け
で
常
用
対
数
や
平
方
根
の
値
が
出
て
く
る
こ
と
に
驚
ミ
さ
ら
に
進
め
て
、
委
イ
を
与
え
る
ガ
ι

で
計
量
経
済
学
的
な
計
算
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
夢
を
膨
ら
ま
せ
六
。
そ
て
、

『
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
五
十
年
史
』
の
文
章
を
引
用
す
る
と
、
「
1
 
.
 
B
 
.
 
M
 
六
0
、
二
刑
議
子
言
算
村

で
四
十
時
間
を
要
す
る
三
十
一
階
の
方
程
式
の
解
を
、
本
学
経
済
統
計
学
講
座
教
官
が
卓
上
用
各
チ
言
.

こ
れ
が
学
会
に
発
表
さ

機
十
台
を
使
用
し
て
約
四
十
時
問
で
計
算
す
る
高
能
率
の
計
算
計
画
を
案
出
し
、

れ
て
」
注
目
を
浴
び
、
通
産
省
(
当
時
)
に
、
そ
し
て
文
部
省
(
当
時
)
に
も
認
め
ら
れ
六
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
0
 
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
「
さ
ら
に
計
算
機
九
台
が
入
れ
ら
れ
言
巨
早
百
算
の
一
・
取
伊
が
充
{
夫
」

さ
れ
、
そ
の
他
二
十
数
台
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
一
取
彬
、
複
写
・
一
・
双
r
寺
の
、
一
、
、
"
イ

予
算
が
認
め
ら
れ
た
0
 
さ
ら
に
、
「
将
来
は
経
済
計
算
研
究
所
に
発
展
さ
せ
る
」
こ
と
を
Ξ
画
し
、
寺
子

と
い
う
こ
と
が
十
分
考
え

計
算
機
の
取
得
を
渇
望
し
た
氏
は
、
当
時
の
経
済
学
部
執
行
音
を
動
か
し
た
、

も
っ
と
一
般
的
な

ら
れ
る
0
 
経
済
学
部
後
援
会
が
そ
の
こ
と
を
事
業
目
的
に
し
て
募
金
を
行
っ
六
の
か
、

研
究
教
育
支
援
を
事
業
目
的
に
募
金
を
行
い
、
結
果
と
し
て
電
子
言
算
機
購
入
費
ι
充
て
る
こ
と
ι
ナ

ノ
又

,
舌
口
.
、
,
J
.
゛
h
ミ
,
,
、
゛
、

'
ー
"
舌
.
ー
.
、
ー
ー
舌
卑
闘
゛
至
亀
,
ー
゛
゛
竪
一
吐
イ
3
=
.
電
、
.

、
『
ゞ
1
J
J
4
/
¥
、
丁
4
1
 
.
才
f
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A
桜

]
1
 
算

D
電
川
"

M
A
四

た
の
か
は
、
定
か
で
な
い
。
と
も
か
く
杉
浦
氏
は
「
電
子
計
算
機
」

M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
を
手
に
し
た
の
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
虫
土

の
増
築
も
当
初
は
寄
付
金
を
使
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
予
算

も
文
部
省
に
認
め
ら
れ
た
。
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
処
巳
理
機
関
の
名
称
を

「
経
済
計
測
研
究
所
」
と
命
名
し
た
の
は
恐
ら
く
氏
で
あ
り
、
名

前
の
由
来
も
そ
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
 
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
た
コ

ン
ピ
ユ
ー
タ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

付
属
説
明
資
料
を
み
る
と
、
当
時
の
区
分
で
い
け
ば
科
学
技
術

計
算
向
け
の
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ニ
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
を
指
向
し
た
も
の

で
あ
る
。
オ
ー
ル
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
で
浮
動
小
数
点
回
路
を
持
ち
、

「
科
学
計
算
処
理
能
力
は
、
実
質
的
に
高
価
な
中
型
、
大
型
計
算

機
と
遜
色
が
な
い
」
と
し
て
い
る
。
四
0
九
六
語
の
磁
気
ド
ラ

ム
記
憶
装
置
が
あ
り
、
そ
の
一
部
を
九
個
の
一
語
長
レ
ジ
ス
タ
(
今

で
い
う
汎
用
レ
ジ
ス
タ
)
と
し
て
使
え
る
、
ニ
ア
ド
レ
ス
方
式
の

命
令
形
式
、
三
十
六
の
基
本
ア
セ
ン
ブ
ラ
命
令
セ
ツ
ト
を
備
え
た
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
未
経
験

の
方
で
も
フ
レ
キ
シ
プ
ル
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
」
、

郡

享

?

.
ヤ
』
毛
ι
、
『
 
J
;
ー
.
、
'

"

一
、
.
"
一

一
、

ノ
X

一
.
ニ
"
一

[
1
凡

-
U
.

常
時
机
の
傍
に
お
い
て
使
え
る
、
「
科
学
技
術
計
算
、
経
営
分
析
、
経
済
言
算
口
・
質
管
理
才
庫
管
チ

等
に
学
校
、
研
究
所
オ
フ
ィ
ス
、
工
場
、
そ
の
他
で
」
手
軽
に
使
え
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
し
て
い
る
、
、
、
'

字
義
通
り
に
は
経
済
計
算
が
手
軽
に
で
き
る
も
の
で
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
氏
は
そ
の
実
現
1
向
か
っ

「
づ
門
o
n
Φ
m
m
0
一
統
計
解
析
用

N
六
:
N
く
N
巻
N
 
ン
巨
0
言
丹
一
δ
(
n
紗
住
m
牙
巴

の
目
に
見
え
る
{
益
で

コ
ン
パ
イ
ラ
一
九
六
五
年
三
月
)
を
開
発
し
た
。
そ
れ
が
 
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A

あ
る
0
 
後
継
ソ
フ
ト
の
開
発
が
引
き
続
き
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
 
T
O
S
B
A
C
1
三
四
0
0
上
で

W
A
S
P
 
F
O
1
L
 
(
F
O
1
L
 
L
 
e
 
v
 
e
1
 
1
)
と
し
て
{
元
成
さ
れ
た
〔
註
7
〕
。
 
M
A
D
1
C
 
1
Ⅱ
A
 
1

五
年
足
ら
ず
で
、
和
歌
山
大
学
に
お
け
る
先
駆
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
し
て
の
使
△
・
を
系
え
ガ
。

私
が
着
任
し
た
頃
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
の
こ
と
に
つ
い
て
、
も
う
小
ノ
し
"
れ
て
お
き
六
い

私
は
経
済
学
部
に
着
任
す
る
と
、
す
ぐ
に
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
を
処
目
理
運
営
す
る
経
済
、
一
ヨ
阻
研
究
一
P
の
L
営

メ
ン
バ
ー
に
さ
せ
ら
れ
た
0
 
す
で
に
杉
浦
氏
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
管
理
運
営
か
ら
外
れ
て
い
て
、
そ
の
N
イ

も
経
済
計
測
研
九
九
所
の
運
営
禾
女
員
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
 
T
O
S
B
A
C
1
3
4
0
0
の
更
辛
か
、
、
、
、
"

題
に
な
っ
て
い
て
、
運
営
耒
客
貝
に
な
っ
て
い
た
私
は
、
翌
年
の
一
九
七
三
年
末
に
教
育
用
電
子
言
算
機
、
、

ス
テ
ム
の
一
九
七
四
年
度
概
算
要
求
書
を
書
か
さ
れ
、
そ
の
次
の
年
に
す
ん
な
り
と
・
一
・
・
乢
め
ら
れ
六
そ
れ

ユ
ー
タ
の
調
査
選
定
作
業
(
仕
様
書
作
成
等
)
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

は
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
コ
ン
ピ

学
部
内
人
間
関
係
に
は
悩
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
各
メ
ー
カ
に
対
し
て
調
査
書
を
送
る
前
ー
メ
ー
カ

の
方
か
ら
国
公
立
担
当
者
が
訪
れ
て
き
た
の
に
は
驚
い
た
。
後
継
機
 
H
1
T
A
C
1
8
2
5
0
の
、
一
取
署
N
イ

は
、
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
の
教
育
利
用
も
進
ん
だ
。
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さ
て
、
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
を
め
ぐ
る
す
さ
ま
じ
い
技
術
革
新
の
中
で
、
経
済
学
部
が
後
援
会
と
松
下
電
器

の
協
力
援
助
を
得
て
導
入
し
た
 
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
は
忘
れ
ら
れ
た
。
経
済
計
測
研
究
所
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
元
技
官
の
中
務
氏
も
「
誰
か
が
使
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
程
度
で
あ
っ

山
^
学
が
栄
ハ
^
口
に
移
車
云
統
^
口
し
た
時
に
は
高
杉
ミ
旧
キ
ャ
ン
パ
ス
等
を
車
云
々
と
し
た
力
ゞ
、
今
、
は
栄

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
さ
れ
、
し
か
し
人
の
目
に
触
れ
る
と
と
も
な
く
{
始
か
に
歴
史
の
齢
を
積
み
重
ね
て
い

る
。

最
後
に
。
 
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
は
松
下
電
器
が
初
め
て
商
用
化
し
た
希
少
な
国
産
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
の
一

つ
で
あ
り
、
和
歌
山
大
学
に
初
め
て
導
入
さ
れ
、
経
済
、
経
営
に
お
け
る
研
究
教
育
に
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
利

用
の
必
要
性
を
先
駆
的
に
示
し
た
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
で
あ
る
。
 
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
は
、
そ
の
歴
史
を
語
る

も
の
と
し
て
、
し
か
る
べ
く
、
大
切
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。
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文
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、
現
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掲
載
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本
誌
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十
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g
キ
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た
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1
胡
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た
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す
。

【
註
】

〔
註
1
〕

情
報
処
理
学
会
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
博
物
館
浮
日
＼
＼
ヨ
易
巴
岩
.
甘
巳
.
0
ご
で
＼
8
昌
昇
円
＼
号
耆
＼
0
属
・
巨
ヨ
一

国
立
科
学
博
物
館
1
産
業
技
術
の
歴
史
浮
日
＼
＼
器
.
亘
勢
仁
.
⑩
0
.
ぢ
＼
m
詰
＼
m
巴
1
目
.
浮
亘
で
「
M
A
D
1
C
」
と
検
索
「
実
物
1
存
在

し
な
い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

山
田
昭
彦
「
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
開
発
史
概
要
と
資
料
保
存
状
態
に
つ
い
て
1
第
一
世
代
と
第
二
世
代
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
中
心
L
1
」
『
国

立
科
学
博
物
館
技
術
の
系
統
化
調
査
綴
告
第
1
集
』
N
邑
に
も
M
A
D
1
C
1
ー
、
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
に
関
す
る
・
一
・
、
0
述
が
あ
る

亘
目
一
＼
＼
功
甜
.
寄
亘
=
.
如
0
.
寺
＼
ル
冨
誘
弓
＼
血
又
旦
晋
ぐ
建
m
吋
券
＼
又
{
＼
0
畠
又
{

情
報
処
理
学
会
編
『
日
本
の
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
史
』
オ
ー
ム
社
N
0
岩
付
属
の
9
,
刈
0
冨
情
穀
処
理
学
会
編
『
日
本
の
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ

発
達
史
』
オ
ー
ム
社
(
]
途
伽
)
を
参
照
。

「
0
ハ
ソ
コ
ン
ー
長
い
事
業
基
盤
確
立
ヘ
の
長
い
道
の
り
1
」
『
松
下
テ
ク
ニ
カ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
ぐ
0
-
.
 
E
}
 
Z
P
N
 
ン
又
・
N
艮
亘
日
＼
＼

冒
塁
m
0
ヨ
6
.
8
.
寺
＼
昌
＼
ぐ
鏗
O
N
＼
区
{
＼
で
8
冬
.
又
一

『
松
下
テ
ク
ニ
カ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
ぐ
0
-
.
゛
一
宕
P
M
 
ン
又
.
N
艮

「
1
T
S
1
安
全
・
{
女
心
・
快
適
な
交
通
社
会
の
実
現
に
向
け
て
1
」

ず
号
＼
＼
で
男
器
0
巳
0
.
8
.
も
＼
且
＼
ふ
一
昆
＼
又
マ
で
0
0
-
N
,
ミ
を
参
照

和
歌
山
大
学
爲
学
部
創
立
五
十
周
年
零
事
業
会
監
修
『
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
五
十
年
史
』
財
界
評
論
新
社

一
愚
。

杉
浦
一
平
ヌ
m
昆
0
司
0
戸
計
画
と
予
測
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
シ
ス
テ
ム
』
日
オ
評
論
社
忌
器

(
)
m
↓
刈
9
 
ン
=
容
=
豆
m
甜
牙
牙
巴
↓
零
ず
ヨ
皀
Φ
m
{
9
刈
ゆ
m
婁
0
ず
0
で
Φ
益
牙
巳

松
下
通
信
工
業
株
式
会
社
『
M
A
D
1
C
1
Ⅱ
A
 
小
型
電
子
計
算
機
』
。

乏
)
仂
「
司
0
戸
今
0
戸
一
Φ
各
一
一
.
)
]
器
。
註
 
5
 
の
書
籍
の
、
器
を
去
凾
一
。

(
乏
ン
m
【
ゴ
一
乏
巴
参
寄
ヨ
N
ン
昌
0
ヨ
昇
片
m
痴
牙
牙
包
如
琴
容
甥
0
『
)

0
一
じ
、
一
司
Ξ
含
一
0
=
 
0
二
Φ
ヨ
巴
写
Φ
旦
Φ
捗
牙
ゆ
 
t
-
、
倉
如
各
鴨
)

〔
註
2
〕

〔
註
3
〕

〔
註
4
〕

〔
註
5
〕

〔
註
6
〕

〔
註
7
〕本

文
中
の
写
真
を
和
歌
山
大
学
、
和
歌
山
大
学
経
済
計
測
研
究
所
の
許
可
な
し
に
、
複
写
、
転
載
す
る

こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

八
丁
直
行
璽
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
/
和
歌
山
大
学
名
誉
教
授
)

1
i
1
"
匡
1
ー
ー
ヨ
ー
'
ー

ー
.
ー
ー

1

1

1

1
量
.
ー
. -29-

-28-


